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地域における若者の修学・就業の促進 －地方大学・地域産業創生交付金－
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「地方大学・地域産業創生交付金」事業 －各地方公共団体 取組内容－

熊本県
半導体産業の強化及びユーザー産業を含めた新たな産業エコシステムの形成

三次元積層実装技術をコアとした
半導体産業エコシステム

開発を目指す三次元積層実装
システムイメージ

○ 県内に多数集積している半導体関連企業、熊本大学を中心とする研究機関、及
び熊本県などの産学官が連携し、国内初の三次元積層実装技術を確立することで、
新産業を創生するとともに、研究開発をビジネスに結び付けるエコシステムを形成。

○ 三次元積層実装製造プロセス技術・設計技術、及び既存半導体技術の高度化
に関する研究開発を実施。
※三次元積層実装技術・・・従来の平面システムではなく、半導体チップを三次元積層接続することで低消

費電力化、高機能化、小型軽量化を同時に実現する技術。

○ 三次元積層実装技術の研究開発において、大学や地域企業等が参画する「くまも
と３D連携コンソーシアム」を設立。コーディネーター・アドバイザーを配置し、大学と企
業の連携を促進し、共同研究を推進するとともに、産業側のニーズを把握し、事業化
を目指す。

○ 熊本大学に全国初となる半導体に特化したコースを令和６年度に２つ設置し、抜
本的に半導体教育体制を整備。大学院においては、大学院生をリサーチ・アシスタン
トやジュニア研究員として原則雇用する全国初の取組や社会人等を対象とし、半導
体リカレント教育プログラムを提供。

○ 国内屈指の三次元積層実装技術の総合的技術を持つ、産総研の青柳昌宏卓越
教授を招へいして設置した「半導体研究教育センター」を再編し、令和５年度から
「半導体・デジタル研究教育機構」を設置。半導体の専門教員、トップレベル人材、ク
ロアポ人材を雇用し、研究開発を行うとともに国内で最も充実した半導体カリキュラム
による教育を行う。また高専との連携教育プログラムの実施により、令和７年度から
ダブルディグリープログラムを新設。
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くまもと半導体産業推進ビジョン概要
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本交付金事業が
関連する項目


